
 
 
 
 
 
 
 

第 1630 回例会  

平成 22 年 9 月 13 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ  

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング  「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 68 名 出席者数 46 名 

  出席率 67.65％ 前回修正出席率 73.53％ 

 

４．会長スピーチ      会長 谷脇 良樹君 

みなさん、こんにちは。月

曜日から月曜日までとても

早く感じます。かつて玉置ひ

ろしと言う司会者が「一週間

のご無沙汰です」のキャッチ

フレーズで有名でしたが、ご

無沙汰がいらないくらい早

いと思う毎日です。 
11 日には、財団委員長会議

に山名さん、ご苦労さまでした。今年度に入って、は

じめての会員卓話ということで、本日は角谷さんにお

願いしております。私は常々思っていますが、RC の

職業奉仕の最たるものは、この会員卓話であると考え

ています。元々は各業種一名からなる組織でしたので、

まさに地域の職域代表者の集まりであったと思いま

すが、今は職業分類で一業種５名等々になっておりま

す。これが RC をと言うところもあります。そこから

は次の機会にして、その卓話ですが、たとえば、うち

のクラブであればいながらにして、商工会議所会頭の

角谷さんのお話を十二分に聞けるわけで、それ以外に

色々に各メンバーさんの貴重な話を「よろしく」の一

言で聞くことが出来ます。そんな世界ってあまりない

と思います。特に職業の話を重点的にやってもらえれ

ば、これに変わる職業奉仕の勉強の時間は無いと考え

てよいと思います。 
 本日を最初にあまり言えば、職業奉仕委員長に越権

だと叱られそうですが、各メンバーの仕事の話をたく

さん企画して欲しいものだと考えております。 
 ９月は新世代の月間です。ライラの案内が来ていま

す。ロータリー青少年指導者育成プログラムといいま

す。今回は第 30 回目で 11 月７日の地区大会の二日

目と 3 月 5 日～６日に高野山で開催されます。手続要

覧には「若い人々の指導者および善良な市民としての

資質を伸ばすことを目的としている」とあります。今

回は参加者から素晴らしい方２名を来年 5 月１７日

～１９日までニューオーリンズで開催される国際ラ

イラに推薦参加が出来るそうです。2640 地区は日本

ではじめてライラを開いた地区ですが、その名残りが

強くて、地区ではライラ流れのメンバーが占める割合

が大変多い様相を呈しています。このたび、異例中の

異例ですが、楠代表幹事が解任され、小野副代表幹事

は昇格しました。24 の歯車をもってする RC が波高

し「米田丸」かも。そんな気がする秋の風です。 
 
５．幹事報告        幹事 上野山 雅也君 
○メイクアップ 

和歌山西ＲＣ 中村雅行君 ９／８（水） 

○休会のお知らせ 

海南ＲＣ  ９月２９日（水） 

 

６．会員卓話            角谷 勝司君 

今日は、先達て風鈴まつり

の際には、皆様方からご協賛

を頂きましてありがとうご

ざいました。第１回目といた

しましては、７０点くらいか

なと思っていますが、周りの

人からは良かったというこ

とで、喜んで頂きました。若

い青年の力を借り、非常に熱

心にやって頂き成功に導いてくれたのかなと思って

います。年々継続して、さらにアイデアを盛り込んで

海南のイベントに持っていけたらなと思っています。 
 今は市役所が「ふるさと海南まつり」を主催で行っ

ていますが、私が青年会議所に在籍中、村おこしをや

ろうと声をかけてやったのが、海南まつりの始まりで

す。今まで継続しているのが、非常にうれしいです。

今後、この二つが合体してもっと盛り上がっていった

ら、どうでしょうか？ 
漆器組合がはじめた漆器まつり、家具組合も入り、

家庭用品組合も便乗させてもらって、秋の地場産業ま

つりというイベントになっています。海南家庭用品組
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合で秋の見本市９月２９日から１０日間行います。個

人個人でやっていた見本市を団体で行うようになっ

て今年は３回目です。最初は７社、１４社、２０社と

増えてきました。最初誰かが、型破り的なことをして、

それが評価されるとみんな集まってくる。今年はバイ

ヤーさん達が、約 1,000 名位集まってくれると思いま

すが、残念なことに海南にはホテルがない。食事も接

待も全て和歌山です。海南で全てまかなうことが、出

来たらいいなと思います。 
私の会頭の任期が１０月３１日で終了です。心のこ

りは海南の商店街が古い。ぬくもり商店街です。海南

には特にこれが良い。特長のあるものがない。ないか

らダメだ。ダメだから市が、商工会議所がなんとかし

てくれという話になってきます。私はそれが間違って

いると思います。自分はリスクも張らないで、相手に

やってくれ、やってくれと要求ばかりする事は。今、

海南駅前商店街も変わらないとチャンスはない。ジャ

スコのあとに病院が、来る。高齢の方に喜んでもらえ

る何かを考えよう。ぬくもり商店街に変わっていった

らどうだろう。 
私の業界は、漆器業界と違い、伝統は浅いです。青

年会議所に入会した頃は、大部分が漆器屋さんでした。

家庭用品は２～３名でした。今は入れ替わって、わず

か３０年の歴史の中でも変わっていく訳です。当時漆

器組合さんは１００億、家庭用品は６０億という売り

上げでした。今は年間７００億とも言われています。

今のままでは売り上げは下がります。新しいマーケッ

ト、イオンさん、ホームセンターさん、ドラッグさん

とかこの店舗が増えたので、それに乗って伸びて行き

ました。また、これに変わってダイレクトメール、ネ

ット販売が新しく増えてきました。新しいマーケット

で方向を変え生き残って行くことが、家庭用品の強み

です。考えて、リスクを張って新しいマーケットへ。 
不況、不況といいますが、私は過去に於いて不況だ

ったから立ち上がってきました。方向転換をして、サ

ンコーの当初のいわれは、作る人、買って頂くお客様、

そして、サンコー三者が幸せになる商品。それが私の

理念です。当社の９５％が国産です。足下ばかりみな

いで、望遠鏡を持つ人が生き残っています。私の転換

のきっかけは古い機械を叩き出し、古い商品も捨てる。

もったいないけど、捨てなければ、新しい物は生まれ

ない。新しい物に挑戦して、リスクをはる。今の時代

に乗っかって自分の会社も変えていくことが一番大

事な事だと思います。 
 今、私は会議所の会頭をしておりまして、非常にや

りにくいのは、わたしの考えと歯車が合わない。人に

頼る。商店街が悪いのは、自分達のせいじゃない。政

治が悪い、景気が悪い、市がもっと駐車場をつくって

くれたら、そう言ったことばかり。リスクを張って血

を流して、自分で考えてする人は、だんだん大きく広

がって行きます。私のジレンマというか歯車の合わな

い考え、だけどまた考え方で、これがあるからやりが

いもあるのだと思います。出来ないものを形に変えて

いく１つの仕事のやりがいかなと考えております。お

かげで、自分の会社を動かすようなわけにもいかない、

いろいろな経験を３年間にさせて頂きました。先代に

教えられた「何事も人間死ぬまで勉強」自分も僅かな

経験ですが、知らない世界においても、少しは知恵も

だせるのかなと思います。 
 感謝と青春 私は海南東ロータリークラブに入れ

て頂いて、若い新入会員さんと話をしたり、食事をし

たりすることが、私の青春を維持してくれるんじゃな

いかと皆さんに感謝しております。ありがとうござい

ました。 
 

７．閉会点鐘 

 
次回例会 
 休 会     平成 22 年 9 月 20 日(月・祝) 

  第 1631 回例会  平成 22 年 9 月 27 日(月) 
    海南商工会議所 ４F 12：30～ 

ゲスト卓話 和歌山ダルク 和高 優紀様 
 

 
 
 
山畑 弥生君  娘（二女）が無事 出産しました 
田岡 郁敏君  11 日、私の二番目の弟が 47 才でや

っと結婚式を挙げました。角谷さん、

宮田さん、田中さんありがとうござ

いました。 
角谷 勝司君  本日卓話します。 
 
 
 
 
職業を通した活動 
「職業奉仕」という言葉は耳慣れないと思いますが、

ロータリアンたちが一番大切にしていること、それが

「職業奉仕」です。ロータリークラブは、企業経営者、

専門職といった職業人の集まりです。会員は、それぞ

れの職業を代表してクラブに入会します。したがって、

会員候補者は、その時点で既にその職業において高い

見識と業績を積み上げてきていますが、そういった

人々が集まって切磋琢磨し、さらに職業倫理の向上に

努める、というのが、ロータリーにおいての職業奉仕

の基本です。また、自らの企業や専門職に関しての知

識や技術の向上と発展、顧客満足、従業員やその家族

に対しての責任、社会に対しての責任など、例会をは

じめとするさまざまな会合ならびに奉仕活動を通し

て互いに学び合い、自らの職業において実践すること、

これも職業奉仕です。 
「四つのテスト」は、ハーバート・テーラーという

アメリカのロータリアンが、ある企業の再建を引き受

けたときに考えた企業の倫理的指針です。彼は、これ

によって見事にその企業の再建を果たしました。それ

以来、ロータリアンたちに職業倫理の指針として広く

愛用されています。さらに、職業奉仕には、自らの職

業や職業における専門知識を通して、地域社会や国際

社会に貢献するという考えも含まれています。 
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